
議案第３０号 

菊池清治邸設置条例の制定について 

標記条例を次のように制定する。 

令和２年２月２５日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

記 

菊池清治邸設置条例 

（設置） 

第１条 文化財についての理解と関心を高め、文化遺産に関する普及と啓発活動

を推進するとともに、文化活動、ボランティア活動その他地域のために行う市

民の活動を支援するため、菊池清治邸（以下「清治邸」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 清治邸の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 菊池清治邸 

位置 八幡浜市１８３番地 

（清治邸の利用） 

第３条 清治邸は、この条例の定めるところにより、住民その他の者の利用に供

するものとする。 

（利用の許可） 

第４条 清治邸を利用しようとする者は、あらかじめ八幡浜市教育委員会（以下

「教育委員会」という。）に申請し、その許可を受けなければならない。許可

された事項を変更しようとするときも、同様とする。 

（利用の制限） 

第５条 教育委員会は、他の法律により禁止されているもののほか、次の各号の

いずれかに該当するときは、清治邸の利用を許可しない。 

⑴ 危険物を使用する催しで、災害が発生するおそれがあると認めるとき。 

⑵ 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認めるとき。 

⑶ 清治邸の管理上支障があると認めるとき。 

⑷ その他清治邸に係る第１条の設置の目的に反すると認めるとき。 

２ 教育委員会は、清治邸の管理上必要があると認めるときは、利用許可に条件
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を（以下「利用条件」という。）付けることができる。 

（設備等の持込み） 

第６条 利用者は、清治邸を利用するに当たって特別な設備、器具その他のもの

を持ち込むときは、あらかじめ教育委員会に申請し、その許可を受けなければ

ならない。 

（利用許可の取消し及び利用条件の変更） 

第７条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、その利

用許可（前条の許可を含む。）を取り消し、又は利用条件を変更することがで

きる。 

⑴ 利用者がこの条例に違反したとき。 

⑵ 利用目的を無断で変更し、又は利用条件に違反したとき。 

⑶ 利用許可をした後において、第５条第１項各号に掲げる事項に該当するこ

とが明らかになったとき。 

⑷ 建物、付属施設又はその設備若しくは物品等を汚損し、損傷し、又は滅失

するおそれがあると認めるとき。 

⑸ 教育委員会の指示に従わなかったとき。 

２ 前項の規定による利用許可の取消し又は利用条件の変更によって利用者に損

害が生じることがあっても、教育委員会は、その責めを負わない。 

（使用料） 

第８条 清治邸の使用料は、別表のとおりとする。ただし、次の各号のいずれか

に該当する場合は、使用料を免除することができる。 

⑴ 社会教育関係団体又は公共的団体が利用する場合 

⑵ 市内に在住し、在勤し、又は在学する者が参加して、学習のための集会に

利用する場合 

⑶ 前２号に掲げる場合のほか、教育委員会において特に使用料を徴収しない

ことが適当であると認めるとき。 

２ 既納の使用料は、還付しない。ただし、教育委員会が特に必要と認める場合

は、この限りでない。 

（利用時間及び休館日） 

第９条 清治邸の利用時間及び休館日は、次のとおりとする。ただし、教育委員

会が必要があると認めるときは、適宜、これを変更することができる。 
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⑴ 利用時間 午前９時から午後９時まで 

⑵ 休館日 次のア及びイに定める日 

ア 月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日（以下「祝日法による休日」という。）に当たるときは、

その日の後においてその日に最も近い祝日法による休日でない日とす

る。）（イに掲げる日を除く。） 

イ １２月２９日から同月３１日まで及び１月１日から同月３日まで 

（損害賠償） 

第１０条 利用者は、その責めに帰すべき事由によって、建物、付属施設又はそ

の設備若しくは物品等を汚損し、損傷し、又は滅失したときは、教育委員会が

定める損害を賠償しなければならない。 

（管理委託） 

第１１条 教育委員会は、清治邸の管理を委託することができる。 

（委任） 

第１２条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布

の日から施行する。 

（準備行為） 

２ 第４条に規定する利用許可又は第６条に規定する持込みの許可を受けようと

する者は、この条例の施行の日前においても、これらの規定の例により、その

申請を行うことができる。 

 

別表（第８条関係） 

 菊池清治邸使用料 

区分 全館 

４時間以下の場合 ５２０円 

４時間を超える場合、１日につき １，０４０円 
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提案理由 

  菊池清治邸の設置に伴い、必要な事項を定めるため。 
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